
神社額

物部国光作の梵鐘
国重要文化財本堂向拝を飾る見事な彫刻

木鼻の獅子彫刻

後藤利兵衛橘義光作の彫刻

手挟み鳳凰彫刻

由
緒

金
剛
山
小
網
寺

　

出
野
尾
地
区
の
中

心
部
に
鎮
座
す
る
熊

野
系
の
神
社
。創
建

不
明
。か
つ
て
は
十

二
社
権
現
と
呼
ば
れ

た
が
、明
治
の
神
仏

分
離
で
十
二
社
大
神

に
改
め
ら
れ
た
。鳥

居
と
石
段
は
大
正
六

年（
一
九
一
七
）、手

洗
石
は
明
治
五
年

（
一
八
七
二
）の
奉

納
。境
内
に
は
青
面

金
剛
像
を
刻
ん
だ
庚

申
塔
が
あ
る
。念
仏

修
行
仲
間
十
五
人
に

よ
っ
て
延
享
四
年

（
一
七
四
七
）に
建
て

ら
れ
た
も
の
。ま
た

一
山
講
中
に
よ
っ
て

明
治
時
代
に
建
て
ら

れ
た
石
宮
も
あ
る
。

　

小
網
坂
と
呼
ば
れ
る
急
坂
を
登
る

と
、和
銅
三
年（
七
一
〇
）行
基
が
創
建

鎮
座
地
　
館
山
市
出
野
尾
宮
ノ
下
四
七
五

祭
　
神
　
天
御
中
主
尊 

「
あ
め
の
み
な
か
ぬ
し
の
み
こ
と
」

　
　
　
　
国
常
立
尊 

　「
く
に
の
こ
た
ち
の
み
こ
と
」

　
　
　
　
国
狭
槌
尊 

　「
く
に
さ
つ
ち
の
み
こ
と
」

　
　
　
　
面
足
尊
　 

　「
お
も
だ
る
の
み
こ
と
」

　
　
　
　
天
忍
穂
耳
尊 

「
あ
め
の
お
し
ほ
み
み
の
み
こ
と
」 

　
　
　
　
他
七
柱

例
祭
日
　
十
月
十
七
日（
現
在
は
十
月
第
二
土
曜
日
）

鳥
　
居
　
神
明
鳥
居

本
　
殿
　
銅
板
葺
屋
根

境
内
坪
数
　
百
七
十
七
坪

神
事
　
　
　
　
例
祭
日
に
、神
輿
渡
御

神
紋
　
　
　
　
五
三
の
桐

宮
司
　
　
　
　
富
浦 

瀧
淵
神
社 

代
田
健
一

　
　
　
　
　
　（
正
木 

諏
訪
神
社 

加
茂
信
昭
）

氏
子
数
　
　
　
二
十
八
世
帯

十
二
社
神
社

豊房地区合同祭

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、地
域
の
方
々
か
ら
の
聞
き
取
り
を
中
心
に
、さ
ま

ざ
ま
な
文
献
・
史
料
か
ら
の
情
報
を
加
え
て
編
集
し
て
い
ま
す
。内
容
等
に

つ
き
ま
し
て
ご
指
摘
や
ご
意
見
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
ご
連
絡
い
た

だ
き
、ご
教
示
賜
り
た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

祭
礼
日
　
十
月
第
二
土
曜
日

　

豊
房
地
区
の
お
祭
り
は
農
村
地
帯
ら
し
く
豊
年
満
作

を
祝
う
秋
祭
り
で
す
。出
野
尾
地
区
の
十
二
社
神
社
、大

戸
の
白
幡
神
社
、南
条
地
区
の
八
幡
神
社
、古
茂
口
地
区

の
日
枝
神
社
の
祭
礼
は
、と
も
に「
豊
房
の
ま
つ
り
」と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。こ
の
四
社
の
中
で
年
番
を
中
心
に

毎
年
祭
礼
の
取
り
決
め
を
行
い
、例
年
十
月
十
七
日
に

開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。近
年
は
、少
子
高
齢
化
の
影
響

か
ら
十
月
第
２
土
曜
日
へ
と
移
行
し
、神
輿
の
出
祭
と

屋
台
の
曳
き
廻
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

午
後
三
時
頃
に
は
Ｊ
Ａ
安
房
豊
房
支
店
の
駐
車
場

に
、大
戸
・
南
条
・
古
茂
口
の
屋
台
、そ
し
て
出
野
尾
の
神

輿
が
勢
ぞ
ろ
い
し
、祭
り
は
佳
境
を
迎
え
ま
す
。年
番
渡

し
が
執
り
行
わ
れ
、各
地
区
そ
ろ
っ
て
祭
り
の
喜
び
を

分
か
ち
合
い
ま
す
。

豊
房
の
ま
つ
り 

し
た
と
伝
え
ら
れ
る
真
言
宗
金
剛
山
小
網

寺（
古
称
で
は
金
剛
山
大
荘
厳
寺
）本
堂
の

大
き
な
銅
板
瓦
屋
根
が
見
え
て
き
ま
す
。密

教
道
場
と
し
て
隆
盛
を
極
め「
安
房
の
高
野

山
」と
言
わ
れ
る
ほ
ど
栄
え
て
い
ま
し
た
。

県
有
形
文
化
財
の
鋳
銅
密
教
法
具
が
、市
博

物
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

里
見
義
実
は
師
壇
の
契
り
厚
く
寺
領
を

寄
進
し
、徳
川
家
光
か
ら
は
朱
印
地
二
十

五
石
を
与
え
ら
れ
、西
岬
、神
戸
地
区
中
心

に
三
十
三
の
末
寺
を
抱
え
て
い
た
と
の
こ

と
で
す
。参
道
よ
り
、朱
色
の
仁
王
門
を
く

ぐ
る
と
苔
む
し
た
急
な
石
段
の
上
に
、館

山
市
有
形
文
化
財
の「
聖
観
音
立
像
」が
祀

ら
れ
て
い
る
、明
治
初
期
に
建
て
ら
れ
た
観
音
堂「
安
房
国
札
第
三
十
二

番
札
所
」が
あ
り
ま
す
。本
堂
の
前
に
か
か
る
梵
鐘
は
、鎌
倉
の
名
工
物

部
国
光
作
の「
国
重
要
文
化
財
」で
す
。

　
「
は
る
ば
る
と　

の
ぼ
り
て
み
れ
ば　

小
あ
み
山

　
　
　

 　

   

か
ね
の
ひ
び
き
に
あ
く
る
ま
つ
か
ぜ
」

　

と
、ご
詠
歌
に
も
詠
ま
れ
て
い
る
名
鐘
の
響
き
が

聞
こ
え
ま
す
。

　

本
堂
向
拝
に
は
、親
を
見
つ
め
る
子
ど
も
を
抱
く

躍
動
感
溢
れ
る
龍
の
彫
刻
、肘
木
に
は
籠
彫
の
亀
、

鯉
。巻
毛
の
流
れ
が
精
細
な
木
鼻
の
獅
子
、獏
、桁
隠

に
飛
龍
、手
鋏
に
羽
を
広
げ
た
鳳
凰
、麒
麟
が
両
側

か
ら
見
ら
れ
、欄
間
に
鳥
、獅
子
に
牡
丹
と
必
見
の

価
値
あ
る
、初
代
後
藤
義
光
作
な
る
彫
刻
が
す
ば
ら

し
い
で
す
。


